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教
育
文
化
史
・
交
流
史
の
観
点
か
ら

日
本
の
近
代
教
育
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た

キ
リ
ス
ト
教
教
育
思
想
の
根
底
を
探
る

二
〇
世
紀
に
入
っ
て
、
世
界
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
・
キ
リ
ス
ト
教
徒
は
本
国
以
外
の
地
で
の
宣
教
に
つ
い
て
見
直
す
た
め
、

世
界
規
模
の
宣
教
会
議
を
開
催
し
行
動
指
針
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。
本
書
は
、
現
代
の
キ
リ
ス
ト
教
史
の
な
か
の
一
九
一

〇
年
の
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
世
界
宣
教
会
議
、一
九
二
八
年
の
エ
ル
サ
レ
ム
世
界
宣
教
会
議
、一
九
三
八
年
の
マ
ド
ラ
ス
世
界
宣

教
会
議
か
ら
考
察
す
る
。
教
育
史
に
お
い
て
三
つ
の
宣
教
会
議
を
考
察
す
る
目
的
は
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る

キ
リ
ス
ト
教
界
の
宣
教
を
テ
ー
マ
と
し
て
い
る
も
の
の
、
回
を
重
ね
る
う
ち
に
、
日
本
を
は
じ
め
と
し
て
、
各
国
の
宣
教
運

動
を
背
景
に
宣
教
の
み
な
ら
ず
、
教
育
の
本
質
を
明
確
に
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

本
書
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
議
の
歴
史
背
景
、
お
よ
び
国
際
状
況
を
考
慮
し
つ
つ
、
日
本
か
ら
会
議
に
関
与
し
た
キ
リ
ス
ト

教
教
育
の
中
心
人
物
が
、
自
国
と
世
界
の
キ
リ
ス
ト
教
界
に
お
け
る
位
置
を
活
か
し
て
、い
か
に
日
本
の
教
育
に
関
す
る
認

識
を
議
論
し
た
か
を
取
り
上
げ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
キ
リ
ス
ト
教
の
教
育
観
は
固
定
概
念
で
は
な
く
、
も
と
も
と
歴
史
の
な

か
の
教
育
現
場
で
形
成
さ
れ
る
動
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
宣
教
会
議
の
時
期
に
お
け
る
キ
リ
ス

ト
教
界
の
教
育
課
題
へ
の
認
識
や
そ
の
変
化
は
、
や
が
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
メ
リ
カ
の
教
育
思
想
と
文
化
に
影
響
を
与
え
た
。

そ
の
後
、
日
本
の
教
育
に
影
響
し
た
こ
と
を
認
知
す
る
こ
と
は
、
日
本
の
教
育
の
問
題
状
況
理
解
を
深
め
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　
　（
著
者
「
序
章
」
よ
り
）

欧米の教育思想の根底にあるキリスト教教育観が、近代日
本の人間教育にどのような影響を与えたのか。その源流を
現代エキュメニカル運動（世界教会一致運動）における世
界宣教会議に探る本書では、同会議の日本的展開を進めた
新渡戸稲造、安井てつら、日本のキリスト教教育者たちの
思想にも言及。近代日本のリベラル・エデュケーションの
歴史に新たな視点を投じた画期的な一冊である。
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目次キリスト教教育思想の形成──日本の宗教教育思想と世界宣教会議が果たした役割◉

第
四
節
　
安
井
て
つ
に
み
る
女
子
高
等
教
育
の
意
義

一 

安
井
て
つ
の
教
育
へ
の
志

二 

英
国
留
学
に
お
け
る
女
子
高
等
教
育
者
ヒ
ュ
ー
ズ
と
の
出
会
い

三 

新
渡
戸
稲
造
と
の
邂
逅

四 

女
子
に
人
格
教
育
が
必
要
な
理
由
│
男
女
共
学
・
共
存
の
基
盤
と
し
て
│

第
一
節
　
エ
ル
サ
レ
ム
会
議

一
　
国
際
意
識
の
進
展
と
国
際
宣
教
協
議
会（
Ｉ
Ｍ
Ｃ
）設
立

二
　
エ
ル
サ
レ
ム
会
議
の
構
成
と
主
題
内
容

第
二
節
　
エ
ル
サ
レ
ム
世
界
宣
教
会
議
に
お
け
る
宣
教
の
課
題
と
日
本
か
ら
の
参
加

一 

エ
ル
サ
レ
ム
世
界
宣
教
会
議
に
お
け
る
宣
教
の
姿
勢

二 

エ
ル
サ
レ
ム
会
議
へ
の
日
本
の
参
加

第
三
節
　
エ
ル
サ
レ
ム
会
議
に
お
け
る
教
育
論
の
時
代
背
景

一 

国
際
性
の
進
展
の
な
か
に
お
け
る
教
育
運
動

二 

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
宣
言
前
後
の
知
的
協
力
国
際
委
員
会（
Ｉ
Ｃ
Ｉ
Ｃ
）と
教
育

三 

教
育
の
国
際
性
進
展
と
エ
ル
サ
レ
ム
会
議

第
四
節
　
エ
ル
サ
レ
ム
会
議
に
お
け
る
教
育
論

一 

「
文
化
国
際
主
義
」と
し
て
の
Ｉ
Ｍ
Ｃ

二 

ジ
ョ
ン
・Ｒ・
モ
ッ
ト
の
意
向

三 

宣
教
活
動
の
検
討

四 

エ
ル
サ
レ
ム
会
議
に
お
け
る
教
育
論

第
五
節
　
日
本
へ
の
影
響

一 

代
表
者
に
よ
る
エ
ル
サ
レ
ム
会
議
の
報
告

二 

世
俗
主
義
へ
の
対
抗
と
キ
リ
ス
ト
教
教
育

三 

モ
ッ
ト
の
来
日
と
特
別
協
議
会

四 
『
日
本
の
基
督
教
々
育
に
就
い
て
』

五 
「
日
本
基
督
教
大
学
」設
立
構
想
と
そ
の
挫
折

第
一
節
　
マ
ド
ラ
ス
会
議

一 

マ
ド
ラ
ス
会
議
の
背
景

二 

マ
ド
ラ
ス
会
議
の
構
成
と
主
題
内
容

第
二
節
　
日
本
の
マ
ド
ラ
ス
会
議
へ
の
参
加

第
三
節
　
マ
ド
ラ
ス
会
議
に
見
ら
れ
る
宣
教
と
教
育

一 

教
会
と
宣
教
の
捉
え
直
し

二 

人
間
観
と
教
会
、宣
教
と
の
か
か
わ
り

三 

教
育
と
共
同
体
形
成

第
四
節
　
日
本
へ
の
影
響

一 

日
本
に
お
け
る
マ
ド
ラ
ス
会
議
の
報
告

二 

会
議
参
加
者
の
印
象
・
見
解

第
五
節
　
戦
後
へ
の
架
橋

一 

戦
時
下
の
遣
米
平
和
使
節
団
派
遣

二 

国
際
基
督
教
大
学
の
創
立

初
出
一
覧
／
文
献
一
覧

第
一
節
　
問
題
の
所
在

第
二
節
　
対
象
の
設
定
と
先
行
研
究
の
検
討

一 
対
象
の
設
定

二 
先
行
研
究
の
検
討

第
三
節
　
内
容
と
構
成

一 

本
論
文
の
構
成

二 

三
つ
の
世
界
宣
教
会
議
の
前
史

第
一
節
　
同
志
社
在
職
期
の
キ
リ
ス
ト
教
理
解
と
教
育

第
二
節
　「
個
人
」と「
国
民
」

第
三
節
　「
生
存
主
義
」の
問
題

第
四
節
　
シ
ン
ク
レ
テ
ィ
ズ
ム
と
キ
リ
ス
ト
教
理
解

第
五
節
　「
人
格
」の
提
唱

第
一
節
　
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
会
議

一 

会
議
の
背
景

二 

エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
会
議
の
構
成
と
主
題
内
容

三 

エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
会
議
の
評
価
と
成
果

第
二
節
　
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
男
子
学
校
の
取
り
扱
い
を
め
ぐ
っ
て

一 

問
題
の
所
在

二 

エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
会
議
に
よ
る
調
査
と
研
究

三 

文
部
省
訓
令
第
一
二
号
関
連
へ
の
見
解

四 

エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
会
議
に
お
け
る
見
解

第
三
節
　
男
子
高
等
教
育
機
関
創
設
に
向
け
て
の
議
論

一 

日
本
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
大
学
設
立
へ
の
要
求

二 

開
教
五
十
年
記
念
大
会
に
お
け
る
大
学
設
立
の
訴
え

三 

エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
会
議
に
み
る
大
学
設
立
に
関
す
る
見
解

四 

「
中
央
基
督
教
大
学
」設
立
構
想

第
四
節
　
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
女
子
学
校
の
取
り
扱
い
を
め
ぐ
っ
て

一 

公
教
育
制
度
へ
の
対
応

二 

女
子
教
育
観

三 

キ
リ
ス
ト
教
女
子
学
校
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
教
育

第
一
節
　
東
京
女
子
大
学
の
創
設

第
二
節
　
国
際
連
盟
時
代
の
新
渡
戸
稲
造

一 

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
お
け
る
平
和
教
育
・
女
子
教
育
の
指
導
者
と
し
て

二 

新
渡
戸
と
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
運
動
と
し
て
の「
教
会
に
よ
る
国
際
的
友
好

の
世
界
同
盟
」

三 

東
京
女
子
大
学
の
建
学
の
精
神「
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
湖
畔
よ
り
」

第
三
節
　
新
渡
戸
稲
造
の
女
子
教
育
論『
婦
人
に
勧
め
て
』│「
天
を
相
手
に
世
を
渡
れ
よ
」

一 

教
育
へ
の
情
熱
と
祈
り

二 

女
子
教
育
の
発
展
期
に
女
性
に
望
む
こ
と

三 

良
妻
賢
母
主
義
の
問
題
点
と
そ
の
根
底
に
あ
る
人
間
観
へ
の
批
判

四 

「
天
を
相
手
に
世
を
渡
れ
よ
」　
祈
り
・
静
思
黙
考

五 

教
育
の
目
的
と
し
て
の
人
格
教
育

六 

平
和
教
育
の
担
い
手
の
養
成

小
川
智
瑞
恵（
お
が
わ
・
ち
ず
え
）

東
京
女
子
大
学
卒
。東
京
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
総
合
教

育
科
学
専
攻
博
士
後
期
課
程（
教
育
学
コ
ー
ス
）単
位
取
得
退
学
。

博
士（
教
育
学
）。現
在
　
桐
生
大
学
短
期
大
学
部
教
授

著者紹介

一
九
一
〇
年
エ
ディン
バ
ラ
世
界
宣
教
会
議
に
お
け
る
教
育
論

第
二
章

日
本
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
理
解
に
基
づ
く
人
間
教
育
の

は
じ
ま
り
│
キ
リ
ス
ト
教
理
解
と
シ
ン
ク
レ
テ
ィ
ズ
ム
を
め
ぐ
る

浮
田
和
民
に
お
け
る
人
格
論
│

第
一
章

課
題
と
方
法

序
　
章

一
九
二
八
年
エ
ル
サ
レ
ム
世
界
宣
教
会
議
に
お
け
る
教
育
論

第
四
章

一
九
三
八
年
マ
ド
ラ
ス
世
界
宣
教
会
議
に
お
け
る
教
育
論

第
五
章

ま
と
め
と
今
後
の
課
題

終
　
章

日
本
の
女
子
高
等
教
育
へ
の
影
響

第
三
章


